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研究成果の概要（和文）：　本研究は、沖縄と台湾において「旧慣」調査を行った田代安定が遺した一次史料に
基づいて、両地域の「旧慣」調査の類似点と相違点を考察して特質を明らかにし、「旧慣」調査がいかに沖縄と
台湾の統治政策の形成に繋がっていたのかを解明することを目的としている。本研究では、台湾大学所蔵「田代
文庫」所収「沖縄関係資料」の全文翻刻を進展させ、特に、国内外に分散所蔵される八重山開拓「植民」論に関
する田代の建議案を比較して各種建議書の最終版を確定した。本研究の意義は、沖縄と台湾の田代の「旧慣」調
査を比較研究することによって、沖縄の「旧慣」調査が日本の植民地統治政策の形成の原型となったという仮説
的結論を得たことにある。

研究成果の概要（英文）：    The aim of this research, through the primary historical source of 
TASHIRO Yasusada (1857-1928), was to examine the similarities and differences between the modern 
Japan “Old Custom” surveys conducted in Okinawa and Taiwan, and reveal that these surveys were 
actually connected to the formation of Japan’s colonial policy.The contributions of this research 
include: the creation of a complete reprint of the “documents related to Okinawa” in Taiwan 
University’s “Tashiro Library,” and of particular importance, the determination of new historical
 materials in and outside of Japan allowing for a plurality of draft proposals.
    The significance of this research is in the results of my hypothesis, which reveal that TASHIRO'
s "Old Custom" surveys in Okinawa were a model for the formation of Japanese colonial policy.  This 
result was reached through a comparative study of TASHIRO's "Old Custom" surveys in Okinawa and 
Taiwan.

研究分野： 日本近現代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）田代安定は、1880 年代から 1920 年代に
かけて、沖縄と台湾の双方で「旧慣」調査を
行った人物である。田代が遺した膨大な一次
史料は、現在、台湾大学図書館特蔵室に「田
代文庫」として所蔵されており、台湾関係資
料などの一部がデジタル資料として同館 HP
上で公開されている。 
（2）草書体で書かれた田代の史料は、日本
人研究者でも解読は非常に困難である。特に、
「田代文庫」所収の「沖縄関係資料」は、沖
縄に固有の地名や人名、王府時代の役職名や
各地の独特の風習に基づく記録が多く、沖縄
研究者でなければ、文字は読めても内容を理
解することは困難である。そのような理由か
ら、「田代文庫」所収の「沖縄関係資料」は、
ほとんど活用されていない状況であったが、
沖縄近現代史を専門とする研究代表者が約
12 年前より細々ながら、整理と解読の作業を
続けてきた。 
（3）本研究は、「田代文庫」をはじめとする
田代の一次史料を用いて、近代日本が行った
沖縄と台湾の「旧慣」調査が、両者に対する
統治政策の形成にどのような影響を及ぼし
たのかを、両者の比較を通して明らかにする
ことを最終的な目的としている。沖縄と台湾
に対する日本の統治政策を総体的にとらえ
るためには、統治する側が統治以前からの
「旧慣」をいかに取捨選択して実際の政策に
取り込んだのかを明らかにすることが重要
である。 
本研究では、両地域で行われた田代による

「旧慣」調査に着目し、その類似点と相違点
を考察して、「旧慣」調査の特質を明らかに
し、さらに「旧慣」調査がいかに沖縄と台湾
の統治政策の形成につながったのかを比較
する。特に、日本が初めて領有した「外地植
民地」台湾の統治政策の策定と実行にあたっ
て、それに先行する沖縄の統治政策がモデル
とされたのか、否かという問いを設定し、「旧
慣」調査を軸に、この問題を考察することに
よって、一定の答えを導き出したいと考えて
いる。なぜならば、「内国（国内）植民地」
と称されてきた沖縄における「旧慣」調査の
実態を考察することにより、日本による（「内
国（国内）」・外地を含む」植民地統治政策の
形成の原型が明らかになると考えているか
らである。 
（4）上記の研究を進める中で、幸いにして、 
2014 年度から 3年間にわたり、科学研究費補
助事業（若手研究（B） 課題番号 23720323）
の助成を受けることができ、「沖縄関係資料」
の目録作成、史料の収集および翻刻などを格
段に進めることができた。本研究は、これら
の研究を継承するものであり、日本はもとよ
り沖縄にも現存しない「田代文庫」所収の「沖
縄関係資料」の全文翻刻をさらに進展させ、
田代の「旧慣」調査と日本の統治政策の形成
を原型について明らかにすることを目指す
ものである。 

 
２．研究の目的 
（1）沖縄と台湾において「旧慣」調査を行
った田代安定が遺した史資料について、国内
外に分散所蔵されているものをすべて網羅
した資料目録を作成し、データベースを構築
することである。 
（2）台湾大学図書館特蔵室所蔵「田代文庫」
所収の「沖縄関係資料」を全文翻刻し、そこ
に含まれる沖縄・八重山諸島の開拓「植民」
論に関する田代の建議案数種を比較検討す
ることによって、各種建議案の先後関係を明
らかにし、最終版を確定することである。 
（3）国内外に現存する田代関係資料に基づ
いて、沖縄と台湾における「旧慣」調査と日
本の（「内国（国内）」・外地を含む）植民地
統治政策の形成との関係を比較することで
ある。 
 
３．研究の方法 
（1）国内外に分散所蔵される田代関係資料
の収集を行い、資料目録を作成するとともに、
可能な限り電子データ化し、書誌的な情報は
田代関係資料の単一の目録に統合して、電子
データと目録を関連づける。 
 国立公文書館や国史館台湾文献館に所蔵
される、主に田代に関する公文書の収集と電
子データ化のための調査を行う。国立国会図
書館憲政資料室や青森県立図書館などに所
蔵される田代に関わる個人文書の収集と電
子データ化のための調査を行い、新史料の発
掘につとめる。 
（2）台湾大学図書館特蔵室所蔵「田代文庫」
所収の「沖縄関係資料」の全文翻刻を行うた
め、所蔵室内でのみ閲覧が許可されているデ
ジタル化された史料を優先的に翻刻する。デ
ジタル資料では不鮮明な史料については、可
能な限り、原史料との照合をはかる。 
 「田代文庫」の原史料の複写は禁じられて
おり、虫損による判読困難などの状態が良好
ではない史料も多く、史料の照合と翻刻には
多くの時間を要する。しかし、研究代表者は、
これまでの調査の結果から判断して、「手稿
類」を優先し、デジタル資料として公開され
ている史料を順に筆写して、翻刻することで
効率的に作業を進める。 
 沖縄・八重山諸島の開拓「植民」論に関す
る田代の建議案数種を比較検討することに
ついては、「田代文庫」所収の「沖縄関係資
料」に収録される各種建議案と他の所蔵館に
現存する建議案とを照合することによって、
これらの先後関係を明らかにして、各種建議
案の最終版を確定する。 
（3）国内外に現存する田代関係資料に基づ
いて、沖縄と台湾における「旧慣」調査と日
本の（「内国（国内）」、外地を含む）植民地
統治政策の形成との関係を比較した研究成
果を、国内外の学会やシンポジウムなどで口
頭発表することによって、本研究の方向性や
考察の方法などに関する批評や助言を聴取



して、以降の順調な研究遂行をはかる。 
本研究によって得られた新たな知見は、最

終的な研究成果として、国内外で論文として
公刊し、学界への貢献につとめる。 
 
４．研究成果 
（1）国内外に分散所蔵される田代の関係資
料の収集と目録作成および電子データ化を
行った。事前調査によりある程度予測しては
いたが、実際に、国内外において複数の新史
料を発掘したことは特記すべきことである。 
 ①台湾では、国史館台湾文献館所蔵「台湾
総督府公文類纂」所収の田代の関係資料を新
たに発掘し、電子データ化した。 
 ②国立公文書館および国立国会図書館憲
政資料室に所蔵される田代関係資料を収集
し、電子データ化した。 
 ③京都大学所蔵の整理中の資料群に、田代
の台湾時代と同時期の台湾の農事関係資料
が含まれており、これらについては継続して
調査を行う予定である。 
 ④笹森儀助の出身地の青森県立図書館所
蔵の笹森儀助関係資料に、田代の関係資料が
多数収録されていることを確認した。これら
については、田代と笹森の調査資料の照合を
継続しており、将来的な田代の関係資料の総
合目録の作成に備えている。 
（2）台湾大学図書館特蔵室所蔵「田代文庫」
所収の「沖縄関係資料」の翻刻については、
所蔵室内でデジタル資料として閲覧が許可
されている史料を優先的に筆写した。デジタ
ル資料の画像では、朱書きや修正などを確認
することが難しい場合もあり、原史料の閲覧
請求を行ったが、保存状態の不良を理由とし
て閲覧が許可されない史料もあったため、全
文翻刻には至らなかった。しかし、これらの
原史料との照合ができなかった史料を除け
ば、比較的順調に翻刻は進んでいる。 
 ①「沖縄関係資料」の翻刻において、田代
の「旧慣」調査に基づく、沖縄・八重山の統
治に関する建議書には、複数の下書きが存在
することを明らかにした。また、国内外に現
存する田代の同名の建議書の数件について
は、比較検討した結果、その先後関係を明ら
かにすることができた。各種建議案のうち、
数件については、最終版が確定した。 
②所蔵館が作成した仮目録のうち、本研究

の今後の進展を考慮して、「沖縄関係資料」
に限定せず、仮目録についてはすべての件名
を筆写してあったが、それらの件名と館内閲
覧が許可されているデジタル資料との照合
をできる限り行った。現時点では、「田代文
庫」の「沖縄関係資料」以外の資料のうち、
3 分の 1 に相当する件名についてはデジタル
資料との照合を完了した。 
 (3)本研究の内容を、国内外の学会やフォー
ラムなどで口頭発表し、最終的な成果として、
論文にまとめて公刊した。 
①初年度には、次年度以降の順調な研究の

遂行をはかるために、本研究の基本的な内容

を台湾での国際フォーラムにて、［台風によ
る遅延のため］代読により発表した。田代の
「旧慣」調査に基づき、台湾・東南地域の「原
住民」統治と沖縄・八重山統治の比較研究を
行い、両地域における「旧慣」調査と統治の
それぞれの類似点と相違点を指摘した内容
は、論文として台湾で公刊した。 
②第 2年度には、本研究の中間報告として、

日本では日本台湾学会学術大会にて、台湾で
はタロコ族抗日戦争史の国際シンポジウム
にて、口頭発表を行った。前者は、田代の「旧
慣」調査が台湾臨時旧慣調査会の調査よりも
早い時期に実施されており、臨時旧慣調査会
の調査へも影響を及ぼしていた可能性につ
いて提示した。後者は、田代が旧台東地域の
タロコ族の「旧慣」調査をも行っており、田
代の調査と同地域の「原住民」統治の形成と
の連関等について論じ、その内容は論文とし
て台湾で公刊した。 
③最終年度には、本研究の最終成果報告と

して、台湾の国際シンポジウムにて口頭発表
を行った。田代が沖縄・八重山と台湾の「原
住民」居住地域で行った「旧慣」調査に基づ
いて、山県有朋や樺山資紀ら政府高官へ建議
した統治改革の構想などは、実際の統治政策
の形成にどの程度影響を及ぼしたのかにつ
いて、その一端を明らかにした。 
田代の構想は、従来面積の小さい沖縄は

「移殖民」には適さないと判断されていた、
とみなされてきたことへの再考の可能性を
もつものである。さらに、日本による沖縄へ
の「旧慣温存」政策に関する議論を再考する
前提として、田代が行った最初期の「旧慣」
調査を考察することにより、「旧慣」が「温
存」された理由の解明へとつながる可能性も
ある。 
田代は、台湾の「原住民」の「旧慣」調査

に基づく「原住民」居住地域への統治構想は、
総督府直轄の監督官庁を現地に設置するこ
とによって、清国人や匪賊の鎮圧及び「撫蕃」
が可能であるとみなしている。この田代の構
想は、台湾において、かつての清国の「原住
民」統治（「化外の地」）とは異なる統治を日
本が打ち出す根拠となった可能性を含むも
のである。 
「辺境」や「化外の地」をみなされてきた

両地域に対して、田代は「旧慣」調査を行う
ことによって、国防の拠点としての重要性を
指摘し、かつ防備のために「内地人」の「移
殖民」を奨励した。このことは、分遣隊によ
る海岸防備による統治が、沖縄における「内
なる植民地」として八重山を位置づけること
となり、「原住民」居住地域への監督機関の
設置による統治が、台湾における「内なる植
民地」としての「原住民」居住地域を位置づ
けることにつながっている可能性について
指摘した。 
こうした本研究の成果は、八重山の「旧慣」

調査に基づく田代の統治構想が日本の植民
地統治政策の形成の原型の一つの事例とし



て、また、「原住民」の「旧慣」調査に基づ
く田代の統治構想がその連関を示す事例の
一つとして、非常に重要であることを明らか
にした、新しい知見といい得るものである。 
（4）本研究成果の地域への還元について、
付言しておきたい。 
①田代の出身地である鹿児島において、本

研究の成果を反映させる形で、田代への注目
が高まりつつある。 
研究代表者が田代研究を開始した当時は、

田代の生誕地（加治屋町）に碑文と簡単な説
明版があるのみで、田代は地元ではほとんど
着目されていなかった。研究代表者は、前回
の科学研究費補助事業（若手研究（B））の助
成期間中、鹿児島大学に田代関係資料が多数
所蔵されていることを見出し、同大の知り合
いの研究者へ資料整理の必要性を訴え、同資
料の目録作成につなげた。さらに、維新ふる
さと館の関係者へ田代について説明をする
など、できる限りの働きかけをした。それら
が功を奏し、現在では、維新ふるさと館の「幕
末・維新の偉人を生んだ加治屋町」の説明版
に、西郷隆盛や大久保利通らと並んで田代も
加えられている。また、研究代表者が資料提
供を行った、地元新聞社の元記者によって田
代の伝記的紀行本が出版された。 
②研究代表者は、田代が沖縄・八重山諸島

で行った「旧慣」調査に関して、石垣島の文
化講座にて、「田代安定と八重山」と題して
講演を行った（2015 年 9 月 18 日）。『南嶋探
験』の著者である笹森儀助は八重山でも有名
だが、笹森の来訪よりも約 10 年前に田代が
八重山で調査を行っていたことや、田代が笹
森にも多大な影響を与えていたこと、田代を
通してみる明治の八重山などを紹介し、講演
の模様は地元紙にも掲載された。 
このように、これまで自身の出身地や調査

地においても「忘れられた人物」であった田
代が、関わりのある地域で注目されつつある
ことは、本研究成果の地域への還元として特
質に値するであろう。今後、本研究による田
代の一次史料の解明が進めば、田代の足跡の
詳細が明らかとなり、田代と出身地や調査地
との関係などについて、研究成果の地域への
還元が深化することが期待できる。 
（5）本研究から展望が開かれた研究領域に
ついて、取り上げておきたい。 
①本研究では、これまで笹森儀助の独自の

調査であるとみなされてきた八重山調査に
ついて、田代の調査を下敷きにしている内容
が多分に含まれていることを把握できた。
（実際、笹森は自著で、八重山調査への出発
前に、田代に面会して教えを請うたことを明
らかにしている）。今後、田代と笹森の八重
山調査記録を峻別して、両者の調査内容の類
似点と相違点を明らかにする必要がある。こ
の研究は、後の柳田國男の南島研究へもつな
がるものであり（研究代表者によって、成城
大学所蔵「柳田文庫」にも田代の調査資料の
写しが数点収録されていることが明らかに

なっている）、将来的に、田代の「旧慣」調
査の系譜に関する研究として確立すること
ができると考えている。 
②本研究では、沖縄での田代の「旧慣」調

査に基づく統治構想が、日本による統治政策 
の形成に結びついている可能性を部分的に
明らかにした。これらをさらに進展させて、
田代の「旧慣」調査と建議が、当時の政府高
官らを通じて、実際の（植民地を含む）統治
政策へと結びついた事例を積み重ねていく
必要がある。こうした研究の蓄積により、日
本の（「内国（国内）」、外地を含む）植民地
統治政策の原型が、「旧慣」調査をはじめ、
多様な要素から成り立つものであることを
明らかにすることに発展することを確信し
ている。 
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